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干支の山「臥
がぎゅうさん

牛山」
臥牛山国有林（岡山県高梁市）

　岡山県高梁市街地の北方に位置する臥牛山は、山容が伏せた牛の姿に似て

いることからこの名が付けられました。臥牛山国有林は、「森林の巨人たち

百選」に選ばれたアベマキを代表とする植生のほか、天然記念物に指定され

ている「臥牛山のサル」の生息地となっているなど、変化に富んだ貴重な自

然環境を有し、岡山県内でも有数の動植物の宝庫となっています。

森への誘い

　近畿中国森林管理局ホームページでは、管内国有林の美しい

風景や名勝、保護林、巨木などの貴重な動植物のほか、国有林

における主な取組などの写真を毎月、スライド形式で紹介して

います。第5回目は和歌山の国有林です。是非ご覧下さい。

　 http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/kyoku
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2森のひろば　1月号

年
頭
の
ご
挨
拶

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長

朝
比
奈
　
清

　

平
成
21
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
４
月
の
就
任
以
来
、
駆
け
足
で
管

内
２
府
12
県
を
回
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
当
局
の

管
内
は
、東
は
石
川
県
か
ら
西
は
山
口
県
に
及
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
森
林
の
多
様
性
、
更
に
は
手

入
れ
の
遅
れ
た
森
林
の
増
加
を
改
め
て
実
感
す
る

と
と
も
に
、
各
地
で
森
林
づ
く
り
や
地
域
の
活
性

化
に
向
け
て
多
く
の
方
々
が
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
様
子
を
拝
見
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

中
山
間
部
に
入
っ
て
行
き
ま
す
と
都
市
と
の
格

差
の
拡
大
や
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
中
山
間
地
問
題
が
顕
著
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
森

林
や
農
地
の
維
持
保
全
が
益
々
難
し
く
な
る
の
で

は
と
の
危
惧
を
改
め
て
持
っ
た
次
第
で
す
。
各
種

の
対
策
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
な
か
な
か
こ

れ
と
い
う
決
め
手
は
な
く
、
地
道
な
取
組
み
の
積

み
重
ね
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
国

土
の
３
分
の
２
を
占
め
る
森
林
、
こ
れ
を
何
と
か

も
っ
と
活
用
で
き
な
い
か
と
常
々
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

森
林
の
約
４
割
を
占
め
る
人
工
林
資
源
は
成
熟

し
て
き
て
お
り
、
国
有
林
で
も
低
コ
ス
ト
路
網
と

高
性
能
機
械
の
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
高
い
間
伐

を
、
共
同
施
業
団
地
化
な
ど
民
有
林
と
の
連
携
を

強
め
な
が
ら
一
層
促
進
し
、
国
産
材
の
利
用
拡
大

を
軸
に
地
域
へ
の
木
材
の
安
定
供
給
を
行
う
と
と

も
に
、
山
の
状
況
に
応
じ
て
針
広
混
交
林
や
広
葉

樹
化
を
図
る
な
ど
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
に

向
け
た
取
組
み
を
更
に
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

わ
が
国
の
森
林
は
水
源
涵
養
や
自
然
環
境
保

全
、
災
害
防
止
と
い
っ
た
機
能
の
み
な
ら
ず
、
今
、

世
界
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
の
役

割
や
、
再
生
可
能
で
炭
素
固
定
機
能
を
有
す
る
木

材
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
供
給
源
と
し
て
も
再
び

注
目
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
局
管
内

の
国
有
林
に
は
、
一
般
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
近
年
は

企
業
の
方
々
も
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
求
め
、
あ
る
い

は
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
訪
れ
る
森
林
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
森
林
や
山
村
に
対
す
る
国
民
の

理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
国
有
林
の
森
林
環

境
教
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
る
い
は
都
市
・
山
村
交
流
の
場
と
し
て
の
活
用

や
、
保
護
林
、
緑
の
回
廊
の
推
進
等
に
よ
る
生
物

多
様
性
の
増
進
、
森
林
景
観
の
向
上
な
ど
、
多
様

な
森
林
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
の
活
性
化
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
更

に
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
治
山
事
業
や
保
安
林
整
備
、
鳥
獣
害
対

策
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
近
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
急
速
な
景
気
後
退
が
生
ず
る
中
、
非
常
に

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
以
上
の
よ
う
な
対

策
を
着
実
に
推
進
し
森
林
管
理
局
と
し
て
の
使
命

を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
関
係
す
る
皆
様
や
地
域
、
国
民
の

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今

後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
の
本
年
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

 

 

 

共
同
施
業
団
地
内
に
お
け
る
間
伐
と
路
網
の
整
備
状

況
（
島
根
署　

八
川
国
有
林
）

小
学
校
教
員
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育
セ
ミ

ナ
ー
の
様
子
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平
成
20
年
度 

森
林
・
林
業
交
流
研
究
発
表
会
を
開
催

  

11
月
13
日
、
14
日
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、
日
頃
の
創
意
工
夫
の
成
果
を
発
表

す
る
森
林
・
林
業
交
流
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
の
ほ
か
、
県
・
高
校
生
・
幼
稚
園
父
母
の
会
な
ど
か
ら
19
課
題
の
発
表
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
、
７
課
題
に
つ
い
て
局
長
賞
等
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
催
後
の
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、
審
査
委
員
長
賞
（
２
課
題
）
の
決
定
が
さ
れ
た
の
で
後
日

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長
賞(

３
点)

  

遊
々
の
森
・
森
林
学
習
活
動
の
取
り
組
み  　

  

～
「
た
い
よ
う
の
森
」
の
活
動
を
と
お
し
て
～          

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
北
部
森
林
管
理
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

槙
原
佳
子

　

収
穫
復
命
事
務
を
効
率
化
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発　

～
収
穫
調
査
野
帳
集
計
、間
伐
条
件
計
算
、

刷
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
野
帳
入
力
の
自
動
化
～

  　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
森
林
管
理
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
亮
平

　

民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
に
よ
る
森
林
共
同
施

業
団
地
設
定
の
取
組
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ 

  

～
モ
デ
ル
地
域
設
定
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
～ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
根
森
林
管
理
署　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
直
人

森
林
総
合
研
究
所
関
西
支
所
長
賞(

１
点)

　

大
山
南
壁
に
お
け
る
治
山
事
業
の
取
組　

～
沢

対
策
に
お
け
る
関
係
機
関
で
連
携
し
た
取
組
～               

　
　

鳥
取
森
林
管
理
署　
　
　

  　

大
倉
伸
悠       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
浩
一

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
関
西
育
種
場
長
賞(

１
点)

　

子
ど
も
達
に
伝
え
た
い
こ
と　

～
遊
々
の
森
の

締
結
か
ら
～

　
　

奈
良
森
林
管
理
事
務
所　
　
　

宮
達
夫 

　
　

ひ
か
り
幼
稚
園
父
母
の
会　
　

　
　
　
　
　

藤
原
雪
子
、
瀧
直
子
、
濱
上
雅
子　

　
　
　
　
　

大
和
由
美
、
林
裕
美　

日
本
森
林
林
業
振
興
会
長
賞
（
１
点
）

　

登
山
道
に
お
け
る
危
機
管
理
対
策　

～
コ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
表
示
板
の
設
置
を
実
施
し
て
～

　
　

滋
賀
森
林
管
理
署　
　
　
　
　

安
達
幸
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
正
太

日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞
（
１
点
）

　

「
低
コ
ス
ト
路
網
を
活
用
し
た
効
率
的
な
間
伐

方
法
の
確
立
」
に
つ
い
て　

～
初
年
度
の
取
組
を

終
え
て
～

　
　

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

早
田
慎
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
歳
弘

　
　

戸
川
木
材　
　
　
　
　
　
　
　

戸
川
睦
徳

審
査
委
員
会
委
員
長
賞
（
２
点
）

　

地
元
の
木
を
使
お
う　

～
Ｊ-

pod
工
法
に
よ
る

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
建
設
～

　
　

京
都
府
立
北
桑
田
高
等
学
校　

　
　
　
　
　

矢
谷
捺
月
、
諸
岡
唯
、
大
牧
和
雅

　
　
　
　
　

勝
山
幸
司
、
松
山
峰
大
、
宮
元
和
馬

「
３
つ
の
再
生
」　

～
森
・
桜
・
産
業
～

　
　

奈
良
県
立
吉
野
高
等
学
校

　
　
　
　
　

坊
小
綾
花
、
中
原
瞳
、
北
明
美

　
　
　
　
　

上
口
真
由

～
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
～

最
優
秀
賞
を
受
賞

　

平
成
20
年
度
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

が
、
林
野
庁
で
開
催
さ
れ
、
当
局
か
ら
発
表
し
た

森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
に
お
い
て
、
林
野
庁
長
官
賞

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

　

な
お
、
同
時
に
全
国
木
材
組
合
連
合
会
会
長
賞

も
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

　

発
表
課
題

　

「
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
へ
の
取
組
」

　
　

箕
面
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　

自
然
再
生
指
導
官　
　
　

本
田　

誠

発表及び審査風景

福田国有林野部長より賞状を受ける本田氏（右）
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民

有

林

と

連

携

し

た

森

林

整

備

所有形態

団地内

森林面積

（ha）

(全体計画)

整備面積

（ha）

(全体計画)

利用材積

（㎥）

(全体計画)

路網開設

（ｍ）

うち 19 年度 うち 19 年度 うち 19 年度

実績 計画 実績 計画 実績 計画

国有林 1,787 506 159 146 19,520 3,340 8,780 20,960 4,635 4,590

官行造林 62 28 0 0 2,500 0 0 0 0 0

県行造林 11 8 0 0 1,100 0 0 0 0 0

公社造林 508 234 24 24 1,385 0 0 5,500 834 500

水資源事務所 272 95 4 4 1,900 0 0 9,460 4,480 4,240

市町村有林 607 121 23 8 1,770 60 60 2,000 0 400

私有林 1,384 151 11 10 6,120 343 390 16,550 2,150 1,500

計 4,631 1,143 221 192 34,295 3,743 9,230 54,470 12,099 11,250

　

島
根
森
林
管
理
署
は
、
平
成
19
年
５
月
に
、
島
根
県
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
及
び(

独)

緑
資
源
機
構
中
国
四
国
地
方
整
備
局(

当
時)

と
の
間

で
締
結
さ
れ
た
「
森
林
整
備
に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
に
民
有
林
と
国
有
林
が
一
体
と
な
っ
た
森
林
共
同
施
業
団
地
を
県
内
各
地
に
17

団
地
設
定
し
、
多
様
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
と
木
材
の
安
定
供
給
を
通
じ
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

 
 

島
根
森
林
管
理
署
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。（
計
画
課
）

１　

平
成
19
年
度
の
団
地
設
定
状
況
と
施
業

　
　

実
績

  

平
成
19
年
度
は
13
団
地
（
面
積
約
４
，
６
０
０

㏊
）
が
設
定
さ
れ
、
団
地
内
を
循
環
す
る
効
率
的

な
路
網
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
間
伐
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

  

こ
れ
ら
の
団
地
で
は
、
２
２
１
㏊
の
間
伐
が
実

施
さ
れ
、
３
，
７
４
３
㎥
の
間
伐
材
が
合
板
用
材

な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
効
率
的

な
森
林
整
備
を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い
路
網
に
つ

い
て
は
１
２
，
０
９
９
ｍ
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

間
伐
実
績
と
路
網
整
備
の
全
体
計
画
に
対
す
る

進
捗
率
は
約
20
％
と
な
っ
て
お
り
、
５
年
計
画
の

１
年
目
と
し
て
は
順
調
に
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

２　

団
地
内
に
お
け
る
効
率
的
な
森
林
整
備

　
　

に
向
け
た
取
組

  

島
根
森
林
管
理
署
で
は
、
森
林
共
同
施
業
団
地

内
で
の
森
林
整
備
と
木
材
の
安
定
供
給
を
進
め
る

た
め
に
、
団
地
関
係
者
と
連
携
し
た
現
地
検
討
会

等
を
継
続
し
て
開
催
し
、
情
報
交
換
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

⑴
　
団
地
設
定
に
向
け
た
取
組
（
民
有
林
へ
の
働

き
か
け
）

　

島
根
森
林
管
理
署
、
島
根
県
及
び
松
江
水
源
林

整
備
事
務
所
は
、
平
成
22
年
度
末
ま
で
に
50
箇
所

程
度
（
面
積
約
１
万
㏊
）
の
森
林
共
同
施
業
団
地

の
設
定
を
目
標
に
、
島
根
県
内
各
地
で
関
係
者
と

の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

民
有
林
と
連
携
し
た
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設

定
を
進
め
る
た
め
に
は
、
民
有
林
関
係
者
に
参
加

を
呼
び
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
な
候
補

地
を
選
定
し
た
上
で
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

  

こ
の
た
め
、
島
根
森
林
管
理
署
で
は
、
国
有
林

の
候
補
地
リ
ス
ト
を
取
り
ま
と
め
、
民
有
林
担
当

者
と
情
報
を
共
有
し
、
団
地
設
定
に
向
け
た
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。
候
補
地
の
選
定
は
、
現
地
の

路
網
開
設
状
況
、
資
源
状
況
を
踏
ま
え
た
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
現
場
を
あ
ず
か
る
森
林
官
が
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

  ⑵　

低
コ
ス
ト
作
業
路
網
開
設
に
向
け
た
検
討

　

共
同
施
業
団
地
内
で
の
間
伐
等
の
森
林
整
備
や

森
林
資
源
の
有
効
利
用
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
低
コ
ス
ト
路
網
に
加
え
て
列
状
間
伐
と
高
性

能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ
た
効
率
的
な
作
業
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
す
。

  

ま
た
、
低
コ
ス
ト
路
網
の
規
格
、
開
設
方
法
等

に
つ
い
て
は
森
林
共
同
施
業
団
地
の
関
係
者
間
で

共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
た
め
、
島
根
森
林
管
理
署
は
、
島
根
県
及

び
松
江
水
源
林
整
備
事
務
所
と
共
同
で
、
平
成
19

表１森林共同施業団地における H19 年度の施業実績（島根森林管理署）　

注：水資源事務所は旧緑資源機構造林地

路網開設と間伐の実施状況　　右：間伐未実施　左：間伐実施後　（八川国有林）　

①
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年
の
６
月
と
９
月
に
、
市
町
村
、
森
林
組
合
、
林

業
事
業
体
等
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
低
コ
ス
ト
作

業
路
開
設
の
た
め
の
講
習
会
と
現
地
検
討
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

  

さ
ら
に
、
本
年
度
は
11
月
に
八
川
地
域
森
林
共

同
施
業
団
地
に
お
い
て
、
本
局
作
成
の
「
抵
コ
ス

ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム
」
指
針
等
を
紹
介
す
る
ほ

か
、
設
計
方
法
、
支
障
木
の
取
扱
、
丸
太
組
の
施

工
方
法
等
に
つ
い
て
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

  ⑶　

効
率
的
な
間
伐
の
実
施
方
法
に
関
す
る
検
討

　

八
川
地
域
森
林
共
同
施
業
団
地
で
は
、
よ
り
効

率
的
な
集
材
方
法
を
検
討
す
る
た
め
に
請
負
事
業

体
が
図
１
に
あ
る
よ
う
に
、
①
集
材
路
に
対
し
て

直
角
の
列
状
伐
倒
、
②
集
材
路
に
対
し
て
斜
め
の

列
状
伐
倒
、
③
集
材
路
に
対
し
て
碁
盤
目
の
列
状

伐
倒
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
開
催
し
た
現
地
検
討
会
で
は
、
こ
の
伐

倒
方
向
の
違
い
に
よ
る
作
業
効
率
に
つ
い
て
も
検

討
を
行
い
ま
し
た
。
当
該
地
の
現
場
作
業
で
は
集

材
路
に
対
し
て
斜
め
の
列
状
伐
倒
が
実
施
し
や
す

い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
伐
倒
方
向
と

作
業
効
率
性
は
地
形
な
ど
に
影
響
を
受
け
る
こ
と

も
あ
り
、
今
後
、
地
形
の
異
な
る
現
場
で
の
検
証

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３　

平
成
20
年
度
の
団
地
設
定
状
況

　

平
成
20
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
図
２
に
あ
る
４
団

地
を
設
定
し
、
本
年
度
末
ま
で
に
計
８
団
地
の
設

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
設
定
し
た
４
団
地
の
所
有
形
態
別
面
積

は
、
表
２
に
あ
る
と
お
り
、
総
面
積
３
，
１
０
０

㏊
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
19
年
度
の
４
，
６
３
１

㏊
と
比
較
す
る
と
、
１
団
地
当
た
り
の
面
積
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
特
に
、
１
団
地
当
た
り
の
私
有
林
面
積

が
昨
年
の
約
１
０
０
㏊
か
ら
約
２
０
０
㏊
へ
と
約

２
倍
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設

定
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
徐
々
に
民
有
林
に
浸

透
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

  ４　

ま
と
め

　

島
根
県
に
お
い
て
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し

た
森
林
施
業
団
地
が
設
定
で
き
た
背
景
に
は
、
①

国
有
林
の
候
補
地
リ
ス
ト
を
民
有
林
担
当
者
と
共

有
し
、
②
森
林
施
業
技
術
に
関
す
る
現
地
検
討
会

を
通
じ
て
情
報
交
換
を
実
施
す
る
な
ど
、
民
有
林

担
当
者
と
目
標
や
具
体
的
な
方
策
を
共
有
し
て
き

た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
、
島
根
森
林
管
理
署
に
お
い
て

森
林
組
合
を
対
象
に
実
施
し
た
「
森
林
共
同
施
業

団
地
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、
森
林

共
同
施
業
団
地
の
設
定
が
地
域
の
林
業
活
性
化
に

貢
献
す
る
と
の
好
意
的
な
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
島
根
森
林
管
理
署
で
は
団
地
内
の
施

業
実
績
、
進
捗
状
況
等
の
検
証
に
加
え
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
踏
ま
え
、
今
後
の
団
地
設
定
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
号

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

斜め列状実施区域

碁盤列状実施区域

縦列状実施区域

集材路

図 1　間伐の実施方法の検討

所有形態 団地内森林面積（ha）

国有林 ８０２　　

官行造林 １７５　　

県行造林 ５　　

公社造林 ８２　　

水資源事務所 ７５６　　

市町村有林 ４９９　　

私有林 ７８１　　

計 ３，１００　　

表２ 20 年度に設定した団地内の森林面積

集
造
材
作
業
の
様
子

広島県

山口県

鳥取県

隠岐諸島

図２　森林共同施業団地位置図

国有林

官行造林

河　川

隠岐流域
斐伊流域

江の川下流流域

高津川流域平成 19 年度設定

平成 20 年度設定

井原谷・南谷地域

大山地域

大谷地域

鹿足河内地域
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兵
庫
森
林
管
理
署
㊱

　
山
頂
か
ら
３
６
０
度
の
眺
望

　
　
　
　
　
　
　
　「
高た

か
み
く
ら
や
ま

御
位
山
国
有
林
」

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/hyougo

〒
六
七
一ｰ

二
五
七
三

　

兵
庫
県
宍
粟
市
山
崎
町
今
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇ｰ

一

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇ｰ

三
一
六
〇ｰ

六
一
七
〇

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
九
〇ｰ

六
二ｰ

四
七
九
〇

　

高
御
位
山
国
有
林
（
面
積
８
４
．
０
８
㏊
）
は
、

加
古
川
市
と
高
砂
市
と
の
境
（
瀬
戸
内
海
か
ら
８

㎞
）
に
位
置
し
、
全
区
域
が
土
砂
流
失
防
備
保
安

林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
国
有
林
を
含
む
瀬
戸
内
海
沿
岸
山
地
は
、
第

４
世
紀
以
降
の
隆
起
、
沈
降
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ

と
及
び
気
象
等
の
要
因
で
せ
き
悪
林
地
帯
と
な
っ

て
お
り
、
傾
斜
地
の
斜
面
部
は
基
岩
が
露
出
し
た

岩
石
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
林
分
状
況
は
生
育
不

良
な
ア
カ
マ
ツ
・
コ
ナ
ラ
の
二
次
林
で
覆
わ
れ
、

下
層
に
は
ヒ
サ
カ
キ
、
ソ
ヨ
ゴ
な
ど
の
常
緑
樹
が

茂
っ
て
い
ま
す
。

　

播
磨
平
野
の
加
古
川
下
流
域
で
は
、
高
い
山
が

少
な
く
高
御
位
山
が
加
古
川
市
・
高
砂
市
の
最
高

峰
で
、
そ
の
美
し
い
姿
か
ら
「
播
磨
富
士
」
と
呼

ば
れ
標
高
３
０
４
．
２
ｍ
と
低
山
な
が
ら
、「
関

西
の
百
山
」、「
ふ
る
さ
と
兵
庫
の
50
山
」
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
尾
根
づ
た
い
で
行
け
る
「
別

所
奥
山
国
有
林
」
を
含
む
付
近
の
山
々
は
「
播

磨
ア
ル
プ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
休
日
に
は

１
０
０
０
人
を
超
え
る
登
山
者
が
訪
れ
る
、
人
気

の
登
山
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
山
全
体
が
ご
神
体
と
し
て

信
仰
を
集
め
て
お
り
、
山
頂
に
は
岩
場
を
磐
座

と
し
て
い
た
高
御
位
神
社
が
あ
り
、
大

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命
、

小す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

彦
名
命
の
二
神
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
古
く
は
欽
明
天
皇
（
即
位
５
３
９
年
）
の

頃
に
は
す
で
に
祠
が
あ
っ
た
と
古
い
書
物
に
は
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

山
名
の
由
来
は
山
頂
に
高
御
位
神
社
が
建
立
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
が
、
山
頂
の
「
神
霊

降
臨
の
地
」
と
立
札
の
あ
る
大
き
な
岩
上
に
立
つ

と
、
３
６
０
度
の
大
展
望
が
広
が
り
、
眼
下
に
は

の
ど
か
な
田
園
風
景
、
天
気
が
良
け
れ
ば
遠
く
六

甲
連
山
・
淡
路
島
・
四
国
ま
で
見
渡
せ
、
夕
日
は

と
て
も
綺
麗
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年
元
旦
に
は
御
来
光
を
拝
む
た
め
多

く
の
登
山
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

  

山
頂
に
は
、
大
正
10
年
に
山
頂
か
ら
自
作
グ
ラ

イ
ダ
ー
で
の
関
西
初
飛
行
（
３
０
０
ｍ
）
を
成
し

遂
げ
た
、
地
元
加
古
川
市
出
身
の
渡
辺
信
二
氏
の

偉
業
を
た
た
え
る
「
飛
翔
の
碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
山
頂
へ
は
加
古
川
・
高
砂
両
市
か
ら
30

近
い
登
山
ル
ー
ト
が
あ
り
、
加
古
川
市
成
井
登
山

口
か
ら
石
段
を
登
れ
ば
40
分
程
度
で
登
れ
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
の
便
が
良
い
高
砂
市
鹿
島
神
社
か

ら
百
間
岩
・
鷹
ノ
巣
山
（
別
所
奥
山
国
有
林
）
を

経
て
高
御
位
山
を
縦
走
す
る
コ
ー
ス（
約
３
時
間
）

が
人
気
の
よ
う
で
す
。
加
古
川
・
高
砂
市
の
両
市

民
に
親
し
ま
れ
、
ゴ
ミ
も
ほ
と
ん
ど
無
く
登
山

道
・
標
識
等
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
車
・
車

で
の
交
通
の
便
も
良
い
の
で
、
散
歩
気
分
で
標
高

３
０
０
ｍ
と
は
と
て
も
思
え
な
い
３
６
０
度
の
パ

ノ
ラ
マ
を
一
度
楽
し
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

◆
高
御
位
山
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

公
共
交
通
機
関
の
場
合　

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
宝
殿

駅
下
車
→
徒
歩
６
０
分
（
加
古
川
市
志
方
町
成
井

登
山
口
）

　

車
の
場
合　

加
古
川
市
志
方
町
成
井
登
山
口
駐

車
場
（
無
料
）

加
古
川
市
側
か
ら
望
む
高
御
位
山

山
頂
か
ら
瀬
戸
内
海
方
向
を
望
む



NO.995

7 森のひろば　1月号

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

き
れ
い
な
紅
葉
の
中
、
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
で
樹
木
観
察
会

【
島
根
森
林
管
理
署
】
奧
出
雲
町
立
馬ま

き木
小
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
活
動
ク
ラ
ブ
「
こ
ど
も

エ
コ
ク
ラ
ブ
・
馬ま

き木
っ
子
ふ
る
さ
と
環
境
探
偵
団
」

の
樹
木
観
察
会
が
11
月
９
日
、「
秋
の
樹
木
観
察

会
～
秋
の
サ
イ
レ
ン
山
を
楽
し
も
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
同
校
を
見
下
ろ
す
愛
宕
山
（
通
称
サ
イ
レ
ン

山
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
宕
山
は
同
校
の
か
た
わ
ら
に
登
り
口
が
あ
る

小
高
い
丘
で
そ
の
昔
、
防
災
用
の
サ
イ
レ
ン
が
置

か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
地
元
で
は
通
称
サ
イ
レ

ン
山
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
今
回
は
、
山
の
頂
上
ま

で
の
歩
道
沿
い
に
生
育
す
る
種
類
ご
と
の
樹
木
の

特
徴
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童
８

名
が
参
加
。
教
頭
先
生
、
横
田
森
林
官
、
本
署
駐

在
の
管
理
官
が
約
40
種
類
の
樹
木
の
特
徴
を
説

明
。
児
童
は
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
を
手
に
「
手
の
ひ
ら

の
よ
う
に
５
枚
の
小
さ
な
葉
が
あ
る
」、
ク
ロ
モ

ジ
の
枝
を
嗅
い
で
「
い
い
香
り
」
と
樹
木
の
特
徴

を
五
感
で
感
じ
と
っ
て
い
ま
し
た
。

  

約
１
時
間
の
観
察
を
終
え
、
い
よ
い
よ
子
ど
も

樹
木
博
士
の
認
定
試
験
を
開
始
。
試
験
は
観
察
し

た
樹
木
の
中
か
ら
20
種
類
を
選
ん
で
そ
の
樹
木
名

を
当
て
る
も
の
で
す
。

  
葉
を
ち
ぎ
り
臭
い
を
か
ぐ
子
、
葉
を
握
り
堅
さ

を
確
か
め
る
子
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
見
極
め
な
が

ら
解
答
用
紙
に
書
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。
試
験
結

果
か
ら
全
問
正
解
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
８

級
か
ら
初
段
ま
で
の
級
・
段
が
決
ま
り
、
認
定
書

を
授
与
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
か
ら
感
想
が
あ
り
、「
昨

年
よ
り
も
級
が
あ
が
り
、
う
れ
し
か
っ
た
」「
初

め
て
参
加
し
た
け
ど
た
く
さ
ん
の
樹
木
が
覚
え
ら

れ
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
、
素
直
な
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

樹
木
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
す
る
職
員

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
加
古
川
南
高
校

の
生
徒
を
受
け
入
れ

【
兵
庫
森
林
管
理
署
】
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
は
、
学

校
教
育
の
一
環
と
し
て
、
生
徒
が
「
社
会
的
な
マ

ナ
ー
」
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、「
働
く
こ
と

の
意
義
」
を
学
ぶ
た
め
、
様
々
な
事
業
所
を
対
象

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
署
に
お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
今
年
度
も
10
月
29
日
か
ら
31
日
の
３
日

間
に
わ
た
っ
て
、
加
古
川
南
高
校
の
１
年
生
５
名

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

森
林
官
が
講
師
と
な
り
、
清
水
坂
国
有
林
な
ど

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
間
伐
作
業
、
登
山
道
パ

ト
ロ
ー
ル
、
境
界
巡
視
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

  

間
伐
作
業
で
は
、
森
林
官
か
ら
事
前
に
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
の
話
題
提
供
を
行
っ
て
、

実
際
の
作
業
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
間
伐
の

重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
生
徒
の
中
に
は
、
登
山
が
好
き
で
山

に
行
き
た
か
っ
た
と
い
う
生
徒
が
お
り
、
登
山
道

パ
ト
ロ
ー
ル
も
好
評
で
し
た
。

　

様
々
な
作
業
体
験
を
通
じ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
趣
旨
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
加
え
て
、
国
有
林
と
い
う
自
然
の
中
で
解
放

感
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
普
段
の
学
校
生
活
と

は
違
う
何
か
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

間
伐
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
生
徒

「
三
朝
温
泉
か
じ
か
蛙
保
存
研
究
会
」

が
植
樹

【
鳥
取
森
林
管
理
署
】10
月
19
日
、中
津
国
有
林（
三

朝
町
）
に
お
い
て
、「
三
朝
温
泉
か
じ
か
蛙(

か

え
る)

保
存
研
究
会
」
が
町
内
外
の
親
子
連
れ
60

人
で
広
葉
樹
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
で
は
、
平
成
８
年
か
ら
三
徳
川
の
源

流
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
植
樹
を
続
け
て
お

り
、
今
年
で
14
年
目
で
国
有
林
で
は
４
箇
所
目
に

な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
快
晴
の
中
で
実
施

さ
れ
、
当
署
か
ら
は
、
署
長
と
倉
吉
首
席
森
林
官

が
参
加
し
、
ブ
ナ
、
カ
シ
ワ
、
モ
ミ
ジ
な
ど
５
種

類
の
広
葉
樹
２
０
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

植
栽
箇
所
に
は
一
部
固
い
所
も
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
一
本
一
本
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し

た
。

植樹に汗を流す参加者
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ア
サ
ヒ
の
森
で
森
林
管
理
署
イ
ベ
ン
ト

協
力  

～
小
学
生
が
世
界
で
ひ
と
つ
だ
け

の
地
球
温
暖
化
防
止
の
絵
本
を
作
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～

【
広
島
北
部
森
林
管
理
署
】（
社
）
青
少
年
育
成
広

島
県
民
会
議
の
「
夢
配
達
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

選
ば
れ
、「
地
球
温
暖
化
の
真
実
を
知
っ
て
も
ら

う
絵
本
を
作
り
た
い
」
と
の
「
夢
」
を
い
だ
く
庄

原
市
立
峰
田
小
学
校
５
年　

五ご

と

う刀
円ま

ど
かさ

ん
を
支

援
し
て
い
る
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル(

株
）
ア
サ
ヒ
の
森

環
境
保
全
事
務
所
の
取
り
組
み
に
協
力
し
、
10
月

10
日
、
庄
原
市
比
和
町
の
ア
サ
ヒ
の
森
で
開
催
さ

れ
た
ア
サ
ヒ
森
の
子
塾
に
参
画
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
峰
田
小
学
校
５
・
６
年
と
庄
原
小
学

校
６
年
生
の
93
名
が
参
加
し
、
子
ど
も
達
は
、
同

署
の
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
案
内
で
、
森
を

散
策
し
ま
し
た
。

　

県
北
の
自
然
を
満
喫
し
た
子
ど
も
達
は
、「
負

け
る
な
キ
ジ
バ
ト
」と
い
う
創
作
絵
本
を
発
表
し
、

最
後
に
ク
リ
の
木
を
記
念
植
樹
し
て
閉
講
し
ま
し

た
。

大
山
森
林
生
態
系
保
護
地
域
自
然
観

察
会
の
開
催

【
鳥
取
森
林
管
理
署
】
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で

は
、
大
山
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
森

林
の
生
態
、
大
山
の
地
形
・
地
質
や
動
植
物
に
詳

し
い
専
門
家
10
名
を
「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
保

全
管
理
協
力
員
」
と
し
て
委
嘱
し
、
保
全
管
理
活

動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

保
全
管
理
協
力
員
と
森
林
管
理
署
で
は
、
森
林

生
態
系
保
護
地
域
で
の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
秋
季
に

自
然
観
察
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
10
月
28
日
、
新
聞
公
募
等
に
よ
り
応
募

し
た
15
名
が
、
な
だ
ら
か
な
ブ
ナ
の
樹
海
「
奥
大

山
健
康
の
森
（
江
府
町
）
～
鳥
越
峠
（
江
府
町
・

琴
浦
町
）」を
散
策
し
な
が
ら
、植
生
や
野
生
動
物
、

歴
史
文
化
な
ど
の
解
説
を
受
け
つ
つ
、
深
ま
る
秋

の
紅
葉
を
楽
し
み
ま
し
た
。

保全管理協力員の解説に耳を傾ける参加者

森を守る
シリーズ

落

石

の

被

害

を

防

ぐ

　

地
震
動
な
ど
の
影
響
で
、
山
腹
斜
面
に
あ
る
浮
石
や
転
石
が
落
下
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神･

淡
路
大
震
災
で
は
、
直
径
５
ｍ
の
石

が
山
裾
の
住
宅
地
に
落
下
し
ま
し
た
。

　

森
林
に
は
、
樹
木
の
根
張
り
に
よ
っ
て
浮
石
や
転
石
を
固
定
す
る
働
き
や
、
立
木
が

落
石
を
受
け
止
め
る
働
き
が
あ
り
、
治
山
事
業
で
は
、
落
石
の
お
そ
れ
の
あ
る
山
腹
斜

面
へ
の
森
林
造
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
森
林
は
育
つ
の
に
長
い

期
間
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
規
模
の
大
き
な
落
石
に
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

森
林
の
働
き
と
組
み
合
わ
せ
、
落
石
防
止
工
事
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
工
事
の
種

類
に
は
、
浮
石
や
転
石
を
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
な
ど
で
そ
の
場
に
固
定
す
る
、
ま
た
は
、

斜
面
か
ら
取
り
除
く
落
石
予
防
工
、
落
石
を
受
け
止
め
る
柵
や
網
を
設
置
す
る
落
石
防

護
工
が
あ
り
ま
す
。

阪神・淡路大震災では、山腹斜面にあった
直径５ｍの石が山裾の住宅地に落下しまし
た（西宮市）

森林内の立木は、落石を受け止め
る働きがあります（宍粟市）

兵
庫
森
林
管
理
署
で
は
、
森
林
の
働
き
と
組

み
合
わ
せ
、
落
石
防
止
工
事
を
行
い
ま
し
た

（
宍
粟
市
、
音
水
国
有
林
）

森の子塾の様子


